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総合評価

B

総合評価区分

　　Ａ：協定事項等を上回る水準で施設運営がされ、大変良好なサービスが提供されている

　　Ｂ：概ね協定事項等の水準どおり施設運営がされている

　　Ｃ：協定事項等の水準以下であった

　概ね協定事項等の水準どおり運営されている。
　第２期目の指定管理期間が開始し、第１期目に取り組んできた多様なイベント
等は継続しつつ、設備面においてサービス拡充に取り組んだ結果、施設利用者
の増加につながった点は評価できる。しかしながら、第１期目に課題としていた
「広報・SNSへの注力」については、現時点では特段変化が見受けられなかった
ため、今後はSNS等も駆使し、新規利用者の獲得や、イベント等の参加者数の増
加に努められたい。
　また、引き続き利用者ニーズに沿った施設修繕・改修を計画的に行い、適切な
施設管理に努められたい。
　駅前という公共交通機関と商業施設・社会体育施設が集中する好立地な環境
を活かし、相互に連携や協働を図る構想も視野に入れながら、施設稼働率のさら
なる向上を目標とし、市民に文化活動の場及び機会の提供を行う“本市における
文化振興の拠点”として運営に努められたい。

文化センター指定管理者制度　総合評価（施設所管課による評価）

【評価対象施設】　守口文化センター

【指定管理者名】　シンコースポーツ株式会社

【評価対象年度】　令和６年度

【施設所管課名】　市民生活部　生涯学習・スポーツ振興課

施設のサービス水準の視点　コメント

　施設利用者数については、昨年度に比べ全体的に増加し、新型コロナウイルス感染症流行前のほぼ同
水準まで回復。また、図書の貸出人数・貸出冊数についても、昨年度を上回っている。
　設備面については、授乳室の開設や、フリースペース及び図書室へ無料Wi-Fiの設置、図書室の開室時
間を早める等、利用者の求めていた改善等を進め、利用者の利便性向上に努めている点は評価に値す
る。
　利用者満足度については、懸念事項である老朽化といった問題点はあるものの、スタッフの対応面で概
ね高い満足度を達成している。
　今後も利用者のニーズ分析を行った上で、積極的な事業展開を進め、図書については守口市立図書館
との連携を密に取り、さらなる利用者増につながるサービスの提供に努められたい。

収支状況　コメント

　令和６年度は、指定管理期間第２期目が開始され、光熱水費の削減に向けた取組みの効果に加えて、
想定外の職員の欠員等により人件費が抑制された結果、支出額が予算額を大きく下回る結果となった。
　今後については、設備老朽化に伴う修繕ニーズが第１期目から継続してあることを踏まえ、支出額の継
続的な削減に努め、施設機能の向上をはじめ事業強化など利用者サービスの向上に向けた取り組みを実
施されたい。

市（施設所管課）による総合評価


